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平成30年度主な新規事業

記事担当　當山　達彦

　名嘉真区を縦断する名嘉真川にかかる橋は
1つしかなく、区民が生活道路及び避難経路を
短縮するための橋として利用できる。

名嘉真川橋梁新設工事

名嘉真公民館屋上より

安富祖村営団地側から

現在の万座毛駐車場

赤間運動場近く

　安富祖区熱田から喜瀬武原区にかけて、全
長約1,000ｍを整備します。完成すると、すれ
違い困難な車道や未整備の歩道などの問題が
解消され、災害時避難路や迂回路としてだけで
なく、地域の活性化及び定住化の促進が期待
できる。

村道喜瀬武原11号線道路整備工事

　本整備により、万座毛の駐車場不足が解消
され、観光地としての受け入れ態勢や地域の生
活環境が改善されます。また、土産物販売以外
に飲食業や日没後の営業など、雇用の拡充や、
地元農水産品の活用など地域活性化が図られ
る。

万座毛周辺活性化施設整備工事

　本事業で中学校を統合することで、学年・学
級の規模が拡大することにより、教育環境が整
えられ、刺激しあい、切磋琢磨することで個々
の成長を促すことができるようになる。

恩納村立統合中学校（仮称）
整備事業


